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◎討議結果報告（第 2分科会） 

「大規模土砂災害に対する危機管理について」 

 

 第2分科会の報告をさせていただきます。九州地方整備局河川部で建設専門官をしております瀧

口といいます。よろしくお願いいたします。 

 第2分科会のテーマは「大規模土砂災害の危機管理について」です。趣旨を述べさせていただき

ますが、大規模な土砂災害が切迫している場合、ひとたび発生すると広範囲に多大な被害が及ぶと

ともに、時々刻々と状況が変化し、リスクの把握に技術力が必要。大規模な土砂災害が切迫してい

る状況においては、効率的に迅速に対応し、市町村が適切に住民の避難指示の判断等を行えるよう、

被害の想定される区域、時期の情報を提供する必要がある。 

 この分科会では、大規模土砂災害として、新潟県中越地震、岩手・宮城内陸沖地震のように、地

震によって広域に様々な土砂移動現象が発生する場合、それから集中豪雤により斜面崩壊、土石流

が集中的に発生する場合。3番目として火山噴火に伴う土石流が発生する場合。4番目は鶴岡市七五

三掛（しめかけ）地区のような大規模地すべりを対象とし、危機に対応しての迅速な行動につなげ

ることを目的として、これらの大規模災害に直面した際の迅速な対応手法や技術の課題解決策に関

する事例紹介を交えた討論を行いました。 

 分科会を進めるに当たってどのように進めていこうかと座長として悩んだのですが、やはり、大

規模土砂災害を経験している人と経験していない人の持っている情報の差が非常に大きいので、統

一的な議論はなかなか進められないという事があります。そういったことに配慮して議論を進める

という形で、「ねらい」と書いてありますが、まず一つは、先ほど言いましたように大規模土砂災害

の経験者と経験の無い者の情報の共有を図りました。 

 私自身も、座長をしていますが、大規模土砂災害の経験がなくて、訓練等しかしたことがないの

で、何となく漠然とした不安というものがあるのです。それで、そういった不安を経験されていな

い方は、経験されていないことが普通だと思うのですが、持っているのではないかということで、

事例紹介をとにかくいっぱいする。いっぱいすることによって、何となく自分も災害を経験したよ

うな気になってもらって、そのまま職場に戻った時に、そういった訓練とか、どうすれば良いかと

いうことを考えてもらうというのが狙いの一つにしました。 

 二つ目なのですが、それが当事者としての意識付け。これも職場に持って帰ってもらって、その

時に大規模土砂災害の担当をする一人になるとして、今時点で不安に思っている事や、その不安を

解消する為にやりたい訓練などについて班別で議論をしていただいて、それを具体的にやってみよ

うかという気になってもらえれば分科会をやったかいがあったかなと思ってやりました。 

 一つ目が事例紹介なのですが、1日目から 2日目にかけてたくさんやっております。一つ目が岩

手・宮城内陸沖地震の対応ということで、東北地方整備局の専門官にご紹介をいただきました。た

だ特に岩手・宮城地震では、今、土砂法が改正の継続審議になっているということで、具体的に天

然ダムの対応をされた事例ということで、特に天然ダムが発生して、調査をして、湛水する範囲と

か、あと、氾濫シミュレーションをして市町村に提供したという事を情報としていただきました。 

 こういった作業が、今後我々がやらなければならない作業になるのだろうということを共有しま

した。それから中越地震の対応ということで、中越地震は、天然ダムという言葉が出てきた地震災

害で、その時の対応ということで、初めての経験ばかりだということで大変だった点を紹介いただ

きました。同じ地震でも、中越地震は平成16年で岩手・宮城内陸地震は20年です。この間4年間
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たった後でどういった変化が土砂災害対応にあったのかという議論をしましたが、中越のときに比

べると、色々な条件はあるのですが、対応スピードがかなり速くなった。そういったことが共有化

されています。今後、次に経験する時になると、多分かなりスピードが求められるのではないかと

いうことを議論いたしました。 

 それから、広島県の庄原市は豪雤災害の対応ということで、中国地整の太田川の松下課長にご紹

介をいただきました。これは、地震や火山とは違いまして風水害で土石流が頻発した場合の対応で

あるということと、あとは、直轄管外にTEC-FORCE隊員の派遣が行われた。色々な時点から行われ

たという事例があって、TEC-FORCE として出るのには色々な条件があるということを学びました。

その時の大変だったご苦労とか、色々解決すべき問題があるという事をご紹介いただきました。な

かなか悩ましい状態、特に人員が少ない中で対応しなければいけないという問題とか、あとは、自

分の所管するところも災害が起こりそうなのによそに手伝いに行かなければいけないという状況も

あるので、これはちょっと問題かなと思いました。 

 それから七五三掛地すべりの対応。これは東北地整の新庄河川の専門官にお話しいただいたので

すが、地すべりが動き始めたという事情が分かってから、大変時間がたってから対応することに 

なったのですが、その経緯とか、これはどちらかというと技術的というより、行政区の調整という

か、地すべり防止法の問題とか、そういったところの色々な問題を話していただきました。 

 それから防府市のTEC-FORCEでの経験を踏まえて、四国地整の藤本係長にご説明いただきました。

先程の話に出たTEC-FORCE条件により、四国地整の藤本係長は TEC-FORCEとして行ったわけではな

くて、お手伝いに行ったということですが。その時に、土石流危険渓流の点検をされているのです

が、その時の点検のやり方、ABC判定をするのは非常に難しいといった話をしていただきました。 

 それから、浅間山の噴火を想定した訓練を投下型ブイの設置訓練ということで、関東地整の利根

水系砂防の専門官から発表していただき、浅間山噴火を想定した訓練と合わせて、投下型ブイの設

置の訓練をやっていますので、投下型ブイというのはこういうものでこういう機能があるというこ

とを皆さんで情報共有できたこと。 

 あとは大規模土砂災害を想定した訓練の効果と課題ということで、日光砂防の各専門員に発表し

ていただきました。日光砂防は経年的に大規模土砂災害の訓練をやっていて、年毎にみんながレベ

ルアップしているのです。それを如実に語っていただくと、継続するとやはりスキルというのは上

がっていくのだということが非常によく分かりました。あとは、対象とする参加者ですね、初めは

自分のところでやっていたのですが、だんだん組織も広がって、だんだん大規模に、大変だとは思

うのですが、より良い訓練になっているということを紹介いただきました。 

 それから、改正土砂法の公式説明というところで、砂防計画課の吉村補佐に、土砂法が改正され

るとこういったことをやる必要があるという話を伺いました。 

 それから最後ですが、長距離レーザー距離計の調査デモということで、実物の距離計、2 点間距

離を測る機械を持っていただいて、天然ダムを想定した場合に天然ダムの高さや幅を調査する機械

を紹介していただきました。 

 後半に班別で討議をしました。テーマを二つに絞りました。色々あるのでテーマを絞った方がい

いかと思って絞って議論しました1つ目が管内で大規模土砂災害が起こると想定した場合に、現時

点で何が一番不安か。また、大規模土砂災害を経験して得られた課題は何か。2 つ目が、大規模土

砂災害に備えてどのような訓練を行いたいか。どのような技術を身に付けたいか。ということを議

論しまして、持って帰って頑張ってもらおうかということです。 
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 不安な点としては、TEC-FORCE危険個所点検、ABC判定の難しさがあります。細かい内容は時間が

ないのでご説明しませんが、何をしていいか分からないという漠然とした不安がある。それから、

あとは、いっぱい問題があるのは分かっているけれどもこなせるかどうかという不安。作業が膨大

になると、例えば天然ダムは湛水状況が危ないという状態になってきた場合に、膨大な作業と危な

い状況ということで対応が間に合うかどうかというのは不安があるということが、議論した結果と

して出てきております。 

 これは不安な点なのですが、では不安な点を実際に解消するためにどういった訓練をやりたいか、

ということを個人個人で発表してもらいました。一つ目はやはり一番大事だと思うのですが、皆さ

んも多分派遣されることが多いと思うのですが、TEC-FORCEとしてのスキルアップ、ABC判定の技術

の習得が必要。あとは机上訓練だけではなく実地の訓練、実際にやる訓練というのが大事。あとは

慣れもありますので、ヘリに乗って、今どこを飛んでいるのかとか、レーダー距離計の使用とかを

習得したい。あとは天然ダムに対する正しい知識の習得。天然ダムというのはどういうものなのか。

すごく大変なもののように思っているので。どれぐらい大変なのか、また逆にどれぐらい大変では

無いのか。状況によっては大変では無いという場合もあると思いますので、その辺の知識を得たい。

それからマスコミ対応や資機材の取り扱いの習得をしたい、という意見をいただいております。 

 こういった訓練、色々な意見をいただいておりますので、こういったものを組み合わせて訓練 

パックのようなものを考えて、基礎的にはこういう事をやりましょうというのを決めたり、あとは、

色々な地整で色々な訓練をやっていますので、地整間で交流したり、訓練してレベルを上げていく

ということも考えられるのではないかと思いました。 
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